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研究成果の概要 

本研究は、ソフトなキラリティを有するかご状ナノカーボン分子を用いたネットワーク構造体の構

築とその構造化学の展開を目指すものである。 

本年度は、まずキラルかご状ナノカーボン分子がその内部空間にゲスト分子を取り込んで超分

子錯体を形成することを見出したことから、その構造解析を進めた。その中で、超分子錯体の会合

比の決定法におけるファントホッフ解析の導入の提案に至った。最近ではベイズ因子による決定

法についての提案も行なっている。 

また、計画の核となる「一次元ネットワーク」「二次元ネットワーク」の構築にも同時に着手をした。 

「一次元ネットワーク」の戦略では、かご状ナノカーボン分子を 2 つ融合した分子をデザインし、7

段階の合成によって目的物の単離に成功した。融合かご状分子の構造は単結晶X線構造解析に

より明らかにした。最小かご状分子においてこれまでに観測していたキラリティは融合かご状分子

においても見られ、さらに 2 つのかごのキラリティが同期していることが判明した。かごの融合による

ネットワーク化が引き起こしたキラル伝達の原理と性質についての検討を進めている。 

「二次元ネットワーク」の戦略では、まず、かご状分子のベンゼンを部分的にピリジンに置き換え

ることで金属が配位できるサイトを生み出す計画となっている。本年度は、3 本あるリンカーのうち 1

ヶ所または 3 ヶ所に配位サイトを有するユニット分子の合成に取り組み、おおよそ完了している。ま

た、初期検討として、1 ヶ所に配位サイトを有するユニット分子は金属原子とうまく配位でき巨大構

造を構築できることが示唆された。ユニット分子の合成条件の改良と大量合成に取り組み、ネットワ

ーク化の検討へと繋げていく予定である。 
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